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「Orient Star」コンテンポラリーコレクション初となるスケルトンモデルのご紹介 

- 洗練された上質感とリラックス感を兼ね備えたスケルトンウオッチ - 
 

セイコーエプソン株式会社 

 

 エプソンは、「Orient Star」のコンテンポラリーコレクションからシリコン製がんぎ車や 70 

時間パワーリザーブが特⻑の最新ムーブメントを搭載する『スケルトン』を 2022 年 11 月 10 日 
に発売いたしました。モダンでスタイリッシュな新しいデザインを用い、凝ったディテールに 
よってムーブメント全体で宇宙を表現するユニークなモデルです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1951 年に誕生したオリエントスターは、70 周年を迎えた 2021 年に高度な先端技術と審美 
性を併せ持つ新世代の「スケルトン」を発売し、「NOWHERE, NOW HERE（どこにもないも 
の。それがいま、ここにある。）」を体現するマイルストーンを築きました。クラシックコレク 
ションに続く新作はコンテンポラリーコレクション初のスケルトンモデルです。この『スケルト 
ン』は、グレーめっきを施した新色のムーブメントや、現代のさまざまなシーンで使いやすいデ 

ザインが特⻑です。 
 

製品紹介 

マ イ ク ロ メ カ ト ロ ニ ク ス

（日本時計学会誌）Vol. 66, No. 227
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ワークスタイルの多様化によってオンとオフの境界が曖昧になった今、時計に求められる価値 
も変化してきました。この『スケルトン』では、フォーマル過ぎず、カジュアル過ぎず、すなわ 
ち洗練された上質感とリラックス感の両方がモダンでスタイリッシュなデザインに表現されて 
います。高品質ステンレススチール（SUS316L）に細かな筋目と鏡面仕上げを効果的に施すこと 
によって、エッジの効いたケースやメタルバンドに加え、グレーを基調とした文字板は、洗練さ 
れた上質感とスタイリッシュな印象を与えます。また、径 39 ㎜、全厚 10.8 ㎜というコンパクト 
でスリムなケースや、ピッチの短いＨ駒を使用し腕なじみに配慮した新しいメタルバンド、視認 
性の高い文字板、アクセントを添えるブルーの針などは、普段使いしやすいリラックス感を演出 
します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ムーブメントの骨格のみを残し、内部の機構全体が見えるようにした「スケルトン」は、機械 

式ならではの表現スタイルとして親しまれ、2021 年の新世代モデル発表により、オリエントス 
ターの新たなアイコンを担っています。最新のコンテンポラリーコレクション『スケルトン』に 
搭載されているのは、このモデルのスタイリッシュなデザインを引き立てる自社製 F8B61 ムー 
ブメントです。 

 
手巻きムーブメントの F8B61 は、日差＋15～－5 秒の高精度を実現するだけでなく、先端の  

MEMS 加工技術によるシリコン製がんぎ車を搭載し、パワーリザーブを 70 時間以上に延ばし 
て実用性を大幅に向上させています。さらにムーブメントの地板や受けにグレーのめっき処理を 

施し、深遠な宇宙空間を象徴的に表現している点が特⻑です。エプソンの独自技術＊を用いた特 

許取得済みのシリコン製がんぎ車は、渦巻き状の形状や鮮やかなブルーが天の川銀河をイメージ 
させ、彗星を思わせる形状の９時位置にあるテンプ周辺のムーブメントパーツなど、すべてがハ

ーモニーを成して宇宙のロマンへと誘います。 

ケースの厚みは 10.8 mm、またケース径（横）は 

39 mm のコンパクト設計で心地よい装着感が味わ 

えます。 

ピッチの短いＨ型の駒を使用した腕なじみの良い 

メタルバンド。立体的な凸型のエンドピースは力 

強さも感じさせます。 
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モダンでスタイリッシュなデザインと、宇宙全体を表現する手巻きスケルトンムーブメントを 

融合した『スケルトン』は、他に類のないユニークなモデルです。メタルバンドに加えグレーの 
本ワニ皮革バンド が付属します。 

 
＊独自技術 

回転ずれ防止形状: 日本:特許第 6915602 号、米国:US11409244、欧州:EP3644128、中国:CN111090229 

バネ性構造:     日本:特許第 6891622 号、特許第 7107405 号、米国:US10747178、欧州:EP3396471、 

中国:CN108803297 

鮮やかな青色:    日本:特許第 6908064 号 

 

ケースの裏側からは、グレーにめっき処理され、 

切削による美しい波目模様を施した優美なムーブ 

メントが覗かせます。 

漆黒の宇宙空間を想起させるため、落ち着きの 

あるグレー色でめっき処理したパーツの数々。 

自社開発のシリコン製がんぎ車は、 

天の川銀河系をイメージした鮮や 

かなブルーの渦形状で形作られて 

います。 

9 時位置にあるムーブメントの特徴 

的な抜き形状は、彗星特有の 2 つの尾

を持つ形状をモチーフとし、端面には 

高精度な面取り加工を施すことで、美 

しい輝きを実現しています。 
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― 商品概要 ― 

コレクション コンテンポラリー 
商品名 スケルトン 
発売日 2022 年 11 月 10 日 
品番 RK-AZ0102N 

メーカー 
希望小売価格 

¥341,000 
(¥310,000+税) 

ムーブメント 自社製キャリバーF8B61 手巻き 
駆動時間 70 時間以上 
精度 日差＋15 秒～－5 秒 

ケース素材 ステンレススチール（SUS316L） 
ケースサイズ 縦 46.5mm ／ 横 39.00mm ／ 厚さ 10.8mm 

ガラス 表：両球面サファイアクリスタル（SAR コーティング） 
裏：サファイアクリスタル 

バンド ステンレススチール（SUS316L）／プッシュ三つ折式（中留）／幅 20mm 
本ワニ皮革替えバンド付き 

ダイヤル色 グレー 

主な特徴 日常生活用強化防水（5 気圧）、パワーリザーブ表示機能 
秒針停止装置付き、22 石、シースルーバック 

 

RK-AZ0102N 
¥341,000 

(¥310,000+税) 



－ 83 －

 
 

 
製 品 紹 介 

 
新開発のデュラテクト DLC ブルー※1 を配した「Blue Universe Collection」が登場 

『シチズン アテッサ』ブランド誕生 35 周年記念限定モデル第 3 弾 
シチズン時計株式会社 

 

               
 
 

 
シチズン時計株式会社は、最先端技術を搭載し、グローバルに活躍するビジネスマンをサポ

ートする『CITIZEN ATTESA（シチズン アテッサ）』ブランド誕生 35 周年記念第 3 弾として、
ACT Line から、ベゼルやバンドの中駒に新開発のデュラテクト DLC ブルー（以下 DLC ブルー）
を施した数量限定モデルを 2022 年 11 月 10 日に発売しました。 

 
シチズンがコーポレートパートナー契約を結ぶ株式会社 ispace（所在地：東京都中央区／
Founder, Representative Director & CEO：袴田 武史）の⺠間月⾯探査プログラム「HAKUTO-
R」のランダー（月着陸船）の着陸脚パーツには、シチズンのスーパーチタニウム™※2 が使用
されています。「HAKUTO-R」は、2022 年末頃に打ち上げを予定※しており、「Blue 
Universe Collection (ブルーユニバースコレクション)」は、スーパーチタニウム TM が宇宙へ飛
び立っていくことに思いを馳せ、美しく輝く宇宙をイメージし誕生しました。※打ち上げ時期
は 2022 年 10 月時点の想定です。 

 
DLC ブルーをベゼル とバンドの中駒 に施し、針やインデックスのシルバーカラーとのコントラ
ストが美しい仕上がりです。機能⾯では、時刻情報のみの受信では、世界最速レベル※3 の「最
短 3 秒」で受信、ホームタイムの時針と分針を高速で稼働し時刻を表示する光発電エコ・ドラ
イブ GPS 衛星電波時計※4 の最上位ムーブメント F950 を搭載しています。⽂字板には漆⿊の宇
宙空間に浮かぶ星々をラメで表現しており、限定ならではの美しい仕上がりになっています。 
 
 
 

『シチズン アテッサ』 
エコ・ドライブ 
GPS 衛星電波時計 
品番 CC4066-69E 

製品紹介 

マ イ ク ロ メ カ ト ロ ニ ク ス

（日本時計学会誌）Vol. 66, No. 227
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【技術説明】 
 
 
 
「DLC ブルー」は、独特の深い⻘⾊を素材
表⾯に施すことができる表⾯硬化処理技術
で、キズに強く、滑らかな触り心地のデュラ
テクト DLC の特性を維持しつつ⻘⾊を実
現。シャボン玉が虹⾊に見える現象と同じ
「薄膜干渉」という原理に着目し、高度な
DLC 成膜技術を用いて開発しました。 
 
 
 
 
「DLC」とは Diamond-Like Carbon の略で、
ダイヤモンドと⿊鉛(えんぴつの芯)の間の性質
を持つ炭素の膜です。炭素（Ⅽ）同士のつなが
り⽅次第で、⿊鉛のような⿊⾊にもなり、ダイ
ヤモンドのような透明にもなります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
今回、成膜条件を最適化したダイヤモンド寄りの透明に近い DLC 膜を開発。これを通常の
DLC 膜（⿊⾊）の上に成膜して積層構造としました。これに光を当てると、透明の DLC 膜の
表⾯で反射する光と、透過して下の⿊⾊の DLC 膜表⾯で反射する光とに分かれ、それぞれが干
渉し合う「薄膜干渉」を起こします。その際、膜の厚みによって、特定の波⻑が強くなった
り、弱くなったりすることで⾊が変わりますが、当社は、数十ナノメートルレベルで膜厚を均
⼀に制御する高度な技術を用いて⻘⾊の波⻑を強め、DLC のみを用いて深い⻘⾊を生み出すこ
とに成功しました。 
 
 
 
 
デュラテクト DLC はすりキズに強いだけでなく、非常に滑らかな触り心地が特⻑です。シチズ
ンは業界でいち早く、2001 年から腕時計に DLC を採用し、男性モデルを中心に数多くの商品
を展開していますが、ブラックに限られていた DLC に新⾊「DLC ブルー」が登場すること
で、デザインのバリエーションが広がります。 
                         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



－ 85 －

【商品仕様】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
※1 :デュラテクト DLC ブルー：デュラテクトはシチズン独自の硬化技術。ステンレスやチタニウムなどの金属表⾯硬度を高め、優れた耐摩耗性により、すりキズや、
⼩キズから時計本体を守り、素材の輝きを⻑時間保つ技術の総称です。DLC は Diamond-Like Carbon の略で、工業製品にも使用されている耐摩耗性に優れた技術で
す。デュラテクト DLC ブルーは、シチズン独自のデュラテクト DLC のキズに強く、滑らかな触り心地という性質を維持したまま、独特の深い⻘⾊を表現できる高度
な DLC 成膜技術です。デュラテクト DLC と同等のビッカース硬度 1,000ー1,400HV を実現しています。（ステンレスのビッカース硬度は約 200Hv） 
 
※2 スーパーチタニウムTM：シチズン独自の技術により、チタニウムに表⾯硬化技術デュラテクトを施しステンレスの約5倍以上の硬さを実現。キズに強く、軽く肌に
もやさしいので、快適な着け心地で使用できます。（ステンレスのビッカース硬度は約200Hv） 
 
※3 世界最速レベル：アナログ式光発電GPS 衛星腕時計として。2022 年 9月当社調べ。 
 
※4 エコ・ドライブGPS衛星電波時計：「エコ・ドライブ」は定期的な電池交換不要の光発電時計で、シチズン独自の技術です。時計で初めて「エコマーク商品」に
認定されました。地上から約2万km、宇宙空間を周回するGPS衛星から位置・時刻情報を取得し、時刻・カレンダーを自動で修正。地球上のどこにいても広い空があ
る限り正確な時刻を得ることができます。 
 
※5 デュラテクトDLC：デュラテクトはシチズン独自の硬化技術。ステンレスやチタニウムなどの金属表⾯硬度を高め、優れた耐摩耗性により、すりキズや、⼩キズ
から時計本体を守り、素材の輝きを⻑時間保つ技術の総称です。DLCはDiamond-Like Carbonの略で、工業製品にも使用されている耐摩耗性に優れた技術です。 
シチズンのデュラテクトDLCは中間素材にこだわることで密着性を向上し、剥がれにくく耐久性にすぐれています。すりキズに強いだけでなく、美しい艶をもつブラ
ックカラーと触り心地が非常に滑らかなのが特⻑です。ビッカース硬度1,000-1,400Hvを実現しています。（ステンレスのビッカース硬度は約200Hv） 
  
※6ダブルダイレクトフライト：「ダイレクトフライト」は都市選択ワールドタイム機能。りゅうずのみの簡単操作で、世界39時差の時刻とカレンダーを表示。「ダ
ブルダイレクトフライト」は、さらに、ホームタイムとローカルタイムに設定した2つの都市時刻を同時に表示し、1ステップで入れ替えることができるデュアルタイ
ム機能を搭載しています。 
 
※7クラリティ・コーティング：サファイアガラスの表裏⾯にシリコン化合物を多層構造コーティングすることにより、光の反射を抑えて時計の⽂字板を見やすくしま
した。さらに高機能化を進め、表⾯に撥水膜を付加することで約99％の透過率※や、耐久性と防汚性の向上を実現しました。※透過率は許容差として約1％の差異が
生じる場合があります。 
 
※8パーフェックス：「JIS 1種耐磁」「衝撃検知機能」「針自動補正機能」という三位⼀体の機能で、エコ・ドライブGPS衛星電波時計やエコ･ドライブ電波時計のよ
り正確な時刻表示を可能にしたシチズン独自の先進技術です。 
 
※9ライトレベルインディケーター：シチズンの基幹技術である光発電エコ･ドライブならではの機能で、⽂字板にあたる光による発電量を7 段階で表示する機能で
す。角度や場所が変わることによる発電量の違いがわかり快適な充電環境選びの目安を知ることができます。 
 
※10パーペチュアルカレンダー：2100年2月28日までのうるう年などの月末のカレンダー修正を⼀切不要にしたカレンダー機能です。 
 
※11 フィットアジャスター：中留めボタンを押すことで、簡単にバンドの⻑さを3段階（最大約7mm）の微調整が可能です。 
 
＜株式会社ispaceとは＞ 
「Expand our planet. Expand our future. ~人類の生活圏を宇宙に広げ、持続性のある世界へ~」をビジョンに掲げ、月⾯資源開発に取り組んでいる宇宙スタートアッ
プ企業。2022年7月時点で総計約268億円超の資金を調達。月への高頻度かつ低コストの輸送サービスを提供することを目的とした⼩型のランダー（月着陸船）と、月
探査用のローバー（月⾯探査⾞）を開発。⺠間企業が月でビジネスを⾏うためのゲートウェイとなることを目指し、月市場への参入をサポートするための月データビ
ジネスコンセプトの立ち上げも⾏っています。http://ispace-inc.com/jpn 

 
●Eco-Drive(エコ・ドライブ)、スーパーチタニウム、DURATECT（デュラテクト）、FIT-ADJUSTER（フィットアジャスター）、Light-Level Indicator（ライトレベ
ル インディケーター）、Direct Flight(ダイレクトフライト)、ダブルダイレクトフライト、Perfex(パーフェックス)、およびクラリティ・コーティングはシチズン時計
株式会社の登録商標または商標です。 
●wena はソニー株式会社の登録商標です。 

ブランド/商品名 
シチズン アテッサ/ 

ACT Line エコ・ドライブ GPS 衛星電波時計 F950 ダブルダイレクトフライト※6  
Blue Universe Collection 

商品番号 CC4066-69E 
発売日 2022 年 11 月 10 日 

限定数量 世界限定 1,000 本 
希望⼩売価格 319,000 円（税抜価格 290,000 円） 
ケース/バンド スーパーチタニウム™（デュラテクト DLC・デュラテクト DLC ブルー）  

ガラス デュアル球⾯サファイアガラス（クラリティ・コーティング※7） 
ケース径/厚み 径 44.6mm ／ 厚み 16.0mm（設計値） 

主な機能 

■Cal.F950 / 月差±5 秒（非受信時） / 光発電エコ・ドライブ / フル充電時約 5 年可動（パワーセ
ーブ作動時） / パワーセーブ機能 / 衛星電波受信機能･位置情報取得機能･自動時刻受信機能 / ワ
ールドタイム機能（39 時差） / パーフェックス※8 / デュアルタイム表示 / クロノグラフ機能
（1/20 秒･24 時間） / アラーム / ライトレベルインディケーター※9/ 充電量表示機能 / パーペチ
ュアルカレンダー※10 / サマータイム機能 

■夜光（針＋インデックス）■10 気圧防水■耐メタルアレルギー■第 1 種耐磁時計 
■フィットアジャスター*11■wena 3 替えバンド対応 
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一般社団法人 日本時計学会 2022 年 6 月度 理事会議事録 
－ 2022 年度 第 4 回理事会 － 

（記録：常葉 輝久 2022 年 6 月 17 日） 

１．開催日時：2022 年 6 月 17 日（金）16:00～17:45 
２．場所：中央大学 後楽園キャンパス 2 号館 2 階 2221 号室（製図室） , オンライン同時開催 
３．出席者： 

<理事>大隅, 重城, 足立, 飯田, 今村, 梅田, 大谷, 木村, 佐々木, 鈴木, 中島, 増田, 常葉（以上 13 名） 
<監事>岸，吉村（以上 2 名)                理事総数 13 名の過半数につき理事会成立 
<運営委員>岩崎，小笠原，小川，鴫野，土肥，永田，萩田，廣川，藤沢，横山（以上 10 名） 

４．審議事項 
（１）2022 年 4 月度理事会議事録確認 

4 月度（第 3 回）議事録（案）に問題無いことが確認された． 
（２）出版編集関係（別紙資料配布：今村理事） 

・マイクロメカトロニクス 2022 年 12 月号(Vol.66，No.227)に向けて，入稿状況等の説明がされた． 
‐研究／技術報告 入稿済み，校閲中 1件 
‐依頼原稿関連  入稿待ち，校正中 2件 

・ニッセイエブロ社より印刷材料の価格高騰により価格改定の申し入れがあり，審議の上承認された． 
 280 部発行した場合，7,260 円金額 UP となる見込み． 
 本文上質紙：0.6 円／枚 UP ，広告項のマットコート紙：1,500 円 UP (280 部発行想定) 
・図書館や研究機関向けに学術情報サービスを提供している EBSCO(米国企業)から問い合わせが 

有り，EBSCOhost(学術論文データベース)に「マイクロメカトロニクス」の記事の収録依頼が 
あった．情報収集結果の共有と審議をした結果，編集委員を中心に EBSCO と収録に向けて 
契約を進める事になった． 

（３）青木賞について （別紙資料配布 藤沢運営委員より説明） 
第 56 回青木賞選考の経緯について，藤沢運営委員より説明があり，次の論文が推薦された． 
出席理事より異議なく，下記論文が青木賞表彰論文として決定した． 

「女性向け GPS ソーラーウオッチの開発」 
2021 年度 Vol.65, No.224 
著者：杉本 亮 

（４）学術講演会について 
学術講演会の講演の件について（別紙資料配布：土肥運営委員） 

審議の結果，下の内容で学術講演会開催に向けて進める事となった． 

・9月 16 日での会場とオンラインの同時開催． 

・会場は，3号館 3300 号室として，新型コロナウイルス感染症を考慮し，定員 60 名とする． 

・オンラインツールは，会場での使用可能状況を確認した上で，Webex，または，Zoom とする． 

・申し込み募集の際に，会場参加，または，オンライン参加の選択をする形式とし，会場参加に 

関しては，定員 60 名の先着順となる事を明記する． 

  ・予稿集は，昨年同様，PDF データでの配布とする． 

  ・実施：学術講演，特別講演，青木賞表彰 

非実施：技術交流会，休憩コーナー，製品展示セッション 

ベストプレゼンテーション賞は，昨年同様、11 月度の理事運営委員会で確定． 

  ・学術講演会参加費：昨年同様，各社協賛金：20,000 円とする． 

  ・講演発表者は，会場での発表を基本として，特別な理由がある場合は，オンラインでの発表も可 

とする． 

・各セッションの司会は，事業委員会，学術講演会司会担当で会話の上決定． 
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   ・EBSCOhost(学術論文データベース)に「マイクロメカトロニクス」の記事収録に対して， 

エンバーゴ期間（会員のみ閲覧可能な期間）を 1年とする． 

（３）夏季研究会について 

・日時を含めて講師に承認が得られた為，提案されていたテーマが学術講演会での特別講演での 

開催となった． 

- テーマ案：ラグジュアリー時計市場に関して，近年のスイスの時計業界に関して 

- 講師：大阪大学 Pierre-Yves Donzé 教授 

（４）見学会について （廣川運営委員より報告，幹事会社：カシオ計算機（株）） 

「羽田クロノゲート」の施設の団体見学の人数枠がまだ少ないため，施設の見学状況を継続確認し， 

見学会の開催タイミングを継続検討する事となった． 
（５）秋季研究会について （横山運営委員より報告，幹事会社：セイコータイムクリエーション（株）） 

以下の開催案が提案され，承認された． 

  会場となる教室の空き状況に合わせて，開催日時の変更の可能性有り． 

- テーマ：クロック技術の系統化調査 

- 内容：国立科学博物館 産業技術史資料情報センター発行の「クロック技術の系統化調査報告」 

をもとに機械式から電子式へ，更に多様化するクロックの技術について 

講演いただきます． 

- 講師：産業技術史資料情報センター 元主任調査員／鈴木 哲郎 氏 

- 日時：2022 年 11 月 4 日（金）15:00～16:40 

- 会場：中央大学とオンライン（ツールとして Webex を使用予定）によるハイブリッド開催 

（６）監事からの提案について 

  追加検討報告は無し．次回理事運営委員会に向けて継続検討となった． 

（７）新入会員の承認 
・正会員 1 名，学生会員 1 名の入会申し込みがあり承認された． 

（８）次回理事会 
  第 6 回理事会：2022 年 11 月 4 日（金） 16:00～17:00 

新型コロナウイルス感染症の状況に合わせて，会場，オンライン，併用を検討する． 

秋季研究会の開催日時に合わせて変更の可能性有り． 

（９）2022 年度ベストプレゼンテーション賞について 

会場とオンラインのハイブリッド開催の学術講演会に合わせて，選考方法，発表について下記の 

提案がされ，承認された． 

・審査委員 

理事運営委員会にて，セッション 1、セッション 2 の審査委員を事前に依頼決定する． 

会場参加の審査員：選考用紙を会場で配布→審査→企画委員会 

オンライン参加の審査員：選考用紙をメールで送信→審査→事務局→企画委員会 

・発表 

  次回理事運営委員会で結果報告． 

学会誌への受賞報告記事を掲載し，表彰者へは表彰状を別途郵送する． 

５．報告事項 
（１）会員数状況（2022 年 9 月 16 日承認後） 

・正会員  134 名（±0），  学生会員 3 名（+1），  賛助会員 14 社（±0）（80 口（±0）） 
・入会： 2 名 
・退会： 1 名 

（２）その他 
  なし 

以上 
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第56回 青木賞表彰委員会報告 

 

第56回青木賞選考は，マイクロメカトロニクス2020

年度 Vol.64，No.222-223 及び 2021 年度 Vol.65，

No.224-225 に掲載された研究論文 1 編，技術報告 5 編，

合計 6 編に対して行なわれた．選考は選考委員による

予備審査と表彰委員による本審査との二段階で行な

われた． 

選考に先立ち，選考委員 6 名，表彰委員 4 名の選出

を行なった． 

予備審査は，各選考委員がそれぞれ与えられた 4 編

の論文を査読し評価した．その評価を集計，数値化し，

合計点数の高い 2 編について，本審査を行なう表彰委

員会へ推薦した． 

本審査は，これら 2 編の論文を表彰委員が査読し，

その評価を予備審査と同様に集計，数値化した．この

結果を基に表彰委員会にて議論した結果，最も高い評

価を得た下記の論文を第 56 回青木賞表彰論文として

推薦することに決定した．この結果を後日開催された

日本時計学会理事会で報告し，下記の論文が青木賞表

彰論文に決定した． 

 

第 56 回青木賞表彰論文 ： 女性向け GPS ソーラーウオッチの開発 

マイクロメカトロニクス，Vol.65, No.224，pp.2-11（2021） 

執筆者：杉本亮，中島恭央 

所 属：セイコーエプソン株式会社 

 

推薦理由：「独創性」，「有用性（貢献度）」，「困難性（努力度）」の 3 項目に関して評価が行われ，

各項目及び総合評価として，Ａ，Ｂ，Ｃの 3 段階で採点された．その結果，本表彰論文は独創性，

有用性，困難性のすべてにおいて高い評価を受け，総合評価でも表彰委員から最高点を得た． 

 

第 56 回青木賞の授賞式は，2022 年 9 月 16 日に開催された日本時計学会，マイクロメカトロニ

クス学術講演会会場で行なわれた． 

                  （委員長 大谷親，幹事 今村美由紀，藤沢照彦） 

 

授賞された中島恭央氏(左),杉本亮氏(右) 
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編集後記 

 

暗いニュースが多かった 2022 年でしたが、11 月 8 日の夜に皆既月食と天王星食が同時にありました。 

歳のせいか肉眼では月がぼやけて３つに重なって良く見えず、動画サイトのライブ配信を探して見てみると、こ

ちらは月の表面まで見えそうな鮮明な画像。 

肉眼で見えるぼやけた月とライブ配信の月、リアルと言えるのは果たしてどっちなのか？ 

次にみられるのは約４００年後と言われているが、今回の動画は見たい時にいつでも見られる為、中々見られ

ないという希少性が薄れてしまい、少し考え物だなと思ってしまいましたが、身近に天文学が感じられる為には

このようなる動画も大事だと実感しました。 

時計学会の方も学術講演会、研究会、見学会、学会誌等を通じて皆様と共に日本時計学会を盛り上げ

ていければと思っています。引き続き積極的なご協力を宜しくお願い致します。 

（鴫野 彰從 記）  

 
 


